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令和４年度 京都府立東舞鶴高等学校浮島分校 学校経営計画（ｽｸｰﾙﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾗﾝ）（計画段階）

学校経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）
（成果） 重点１ 基礎・基本を重視した学習指導の充実

☆地域を支える勤労青少年を育成するとと １ 教材の精選やＩＣＴ活用による授業改善 (1) 学びに向かう力を高めるように学習指導の工夫・改
もに、様々な入学動機や背景・事情を抱え により、生徒が理解しやすいと捉える授業 善を図るとともに、体験学習や探究学習等の充実も図
る多様な生徒の就・修学、進学・就職を支 の実施につながった。 る。
援する夜間定時制高校としての役割を果た ２ 授業支援者や他教科教員の授業サポート (2) ＩＣＴ機器等の効果的活用による、生徒の個別最適な
す。 によるティームティーチングにより、行き 学びの実現を図る。

届いた生徒観察を行い、生徒の理解状況を (3) 基礎学力に課題のある生徒への重点的な学習指導に
１ 日々の授業を大切にするとともに、学 把握して基礎学力に課題のある生徒への重 より、単位不認定件数の減少を目指す。
習指導・進路指導・生徒指導の３つを一 点的な教科指導を実施することができた。
体的にとらえ、きめ細かい丁寧な指導を ３ 前年度に引き続いてコロナ禍の影響が残 重点２ コミュニケーションを大切にした生徒指導の充実
行うことにより学力を向上させ社会を生 る中で、学校行事の内容及び運営を改善し、 (1) 生徒の内面や生活状況等の把握に裏付けられた指導
き抜く力を身につける。 生徒が主体的に参加できる行事を前年度よ ・支援を行い、好ましい態度を育成する。

りも多く実施できた。 (2) 人権感覚や規範意識を高め、自他を尊重する態度を
２ 生徒一人ひとりが家庭・地域社会で認 ４ 多様な価値観を認め合う社会を形成する 育成する。
められ、学校生活の様々な場で成就感・ ため、人権に関わる課題について学ぶ機会 (3) 生徒の主体性を高め、学校生活の充実に寄与するよ
達成感を持てるように導く。 を設定し、生徒たちの意識を高めることが うに特別活動を工夫する。

できた。
３ 教職員と生徒が協働し、基本的な規範 ５ 進路希望調査やキャリア教育の充実によ 重点３ 生徒一人ひとりのニーズに対応する教育活動の推
意識と倫理観、公共心や思いやりなど、 り、生徒の進路意識を高めることができた。 進
人間性・社会性を育むとともに、安心・ ４年生については、進路決定率100％を達 (1) 卒業後の進路を見据え、キャリア教育を学年に応じ
安全な学校にする。 成した。 て実施し、進路決定のための個別指導を行う。

(2) 保護者との連絡を密にし、保護者と連携して課題解
（課題） 決にあたる。
１ 主体的で対話的な学習態度の育成 (3) 生徒の背後にある様々な環境の改善に、可能な限り
２ ＩＣＴ活用による授業改善、研修の推進 努める。
３ 体験学習、探究学習の充実
４ 生徒がもつ課題の把握と解決への指導 重点４ スマートスクール化及び安心・安全で前向きな学
５ 計画的、組織的な進路指導の充実 校づくりの推進
６ 良好な人間関係を築く人権学習の充実 (1) コロナ禍を踏まえ、個々の生徒の健康管理、良好な
７ 保護者との連携による課題解決 校内衛生環境の実現を図る。
８ 生徒各々に応じた適切な支援の充実 (2) ＢＹＯＤ時代にふさわしい予算配分・執行に努める。

(3) 教職員・生徒ともに、一人１台端末環境を活かした
実践に挑戦する。
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評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成果と課題

重点１ 学びに向かう力を高め 個々の生徒の状況に応じた指導の中で一歩でも伸長したこと
基礎・基 るように学習指導の工夫 を認め、励まし、できる喜びを体感させる。
本 を 重 視 ・改善を図るとともに、 ＜具体的方法＞
し た 学 習 体験学習や探究学習等の 計画的な学力分析とそれに基づく学習指導の充実
指 導 の 充 充実も図る
実 教室内にこだわらない学習形態を工夫し、地域の資源を利用

した体験やインターンシップに取り組む。

＜具体的方法＞

近隣地域をフィールドとした探究的な学習の充実

ＩＣＴ機器等の効果的 一人一台端末の長所を生かし、様々な場面で活用し、固定概

活用による、生徒の個別 念にとらわれない教育の形態を開拓していく。

最適な学びの実現を図 ＜具体的方法＞

る。 研究授業によるタブレット端末を活用した授業方法の研究

画像等を授業の中で多用し、生徒の理解を支援しながら、見

るだけで終わらない生きた教材化に取り組む。

＜具体的方法＞

タブレット等を活用した画像教材の開発及び情報共有

基礎学力に課題のある 少人数クラスの特性を生かし、生徒とのキャッチボールを多

生徒への重点的な学習指 く取り入れ、表現力の乏しい生徒からの思いをくみ取っていく

導により、単位不認定件 ことで自信を持たせられるような授業展開を行う。

数の減少を目指す。 ＜具体的方法＞

計画的な基礎学力補充の充実

学校における学習内容と生活における事象を関連づけた教材

を活用して生徒の興味関心を引き出し、学習意欲を高める。

＜具体的方法＞

報道で取り上げられる事象や自然現象等と関連づけた教材の

開発と活用
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評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成果と課題

重点２ 生徒の内面や生活状況 「時間を守る」「あいさつをする」といった、社会において

コ ミ ュ 等の把握に裏付けられた 人間関係を円滑に構築できるソーシャルスキルを身につける。

ニ ケ ー シ 指導・支援を行い、好ま ＜具体的方法＞

ョ ン を 大 しい態度を育成する。 ソーシャルスキルトレーニング（ＳＳＴ）の導入、

切 に し た あいさつ指導の充実、 遅刻指導等の充実

生 徒 指 導

の充実 少人数で生徒や保護者とのコミュニケーションがとりやすい

雰囲気を活かし、生徒との対話及び保護者との連携により生徒

指導の充実を図る。

＜具体的方法＞

教育相談会議による生徒の課題把握、学校行事等による生徒

間及び教員・生徒間の交流機会の充実、保護者連絡の緊密化

人権感覚や規範意識を 健康かつ安全な社会を実現するための態度を養うための、学

高め、自他を尊重する態 習機会を多く設ける。

度を育成する。 ＜具体的方法＞

各種講演会の内容充実、通信の発行

日ごろから人権感覚を養う機会を設け、他者理解を深め社会

に広がる問題に意見を持つ態度を身に付けさせる。

＜具体的方法＞

人権学習の機会・内容の充実、通信の発行

生徒の主体性を高め、 学校の特色を活かし、かつ生徒の特性を踏まえて内容や取り

学校生活の充実に寄与す 組み方を精査し、生徒が達成感を感じ前向きに取り組む活動を

る。 行う。
＜具体的方法＞
学校行事における生徒の主体的活動の充実
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評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成果と課題

重点３ 卒業後の進路を見据 総合的な探究の時間やＨＲを活用し、地元の産業の現状や将

生 徒 一 え、キャリア教育を学年 来展望について理解を深めるとともに自己の能力・適性・興味

人 ひ と り に応じて実施し、進路決 ・関心に応じた職業選択に取り組む。

の ニ ー ズ 定のための個別指導を行 ＜具体的方法＞

に 対 応 す う。 近隣地域の産業に関する探究学習の実施

る 教 育 活

動の推進 個々の就業状況や能力を詳細に把握し、個別指導やキャリア

学習を通じて個々のステップアップを図り、年間欠席日数５日

以内、就職・進学率１００％を目指す。

＜具体的方法＞

進路希望調査に基づいた進路学習や進路講演会の実施

保護者との連絡を密に 就学や進学・就職にあたり、様々な支援制度の紹介と利用に

し、保護者と連携して課 ついて相談し効果的な取り組みを進める。

題解決にあたる。 ＜具体的方法＞

就職または進学に関わる支援制度についての進路学習実施

個々の就学や進路指導について、保護者の理解と協力を得ら

れるよう連絡や面談などの取り組みを進める。

＜具体的方法＞

進路指導に関わる二者面談・三者面談の計画的実施

生徒の背後にある様々な 卒業後の経済的・精神的自立を確かなものとするため、自己

環境の改善に、可能な限 の環境を認識し改善する力を伸ばすための支援体制を構築す

り努める。 る。

＜具体的方法＞

まなび・生活アドバイザー等、学校内外の支援者との連携・

協働
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評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成果と課題

重点４ コロナ禍を踏まえ、個 自分自身の健康について意識できるような啓発、情報発信を

ス マ ー 々の生徒の健康管理、良 保健だより、掲示物を通じて行う。

ト ス ク ー 好な校内衛生環境の実現 ＜具体的方法＞

ル 化 及 び を図る。 定期的な保健だよりの発行と必要性に応じた掲示物掲示

安 心 ・ 安

全 で 前 向 環境に意識を向けさせるために、換気や照度等、環境衛生検

き な 学 校 査の数値化した結果を生徒にも周知する。

づ く り の ＜具体的方法＞

推 な 学 校 保健だより等による検査結果の周知

づ く り の

推進 ＢＹＯＤ時代にふさわ 学習用端末の利用・管理を円滑かつ効率的に進めるために、

しい予算配分・執行と環 ハード・ソフトを問わず必要な手立てを実施する。

境整備に努める。 ＜具体的方法＞

アプリ有効活用のための講習会開催、管理機器の整備、

必要な機器等の即自的入手、施設・設備の可及的速やかな

整備

教職員・生徒ともに、 生徒の情報モラルを育成しながら、自由な発想を促して授業

一人１台端末環境を活か 内で主体的に活用させる。

した実践に挑戦する。 ＜具体的方法＞

学習用端末を活用した課題提出、探究活動内での自由な活用

授業・ＨＲ活動を問わず教職員の学習用端末活用を進め、学
びの個別最適化を図るための活用推進を日常的に行う。
＜具体的方法＞
職員研修の充実、端末管理の効率化、利用規則等の作成
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学校関係者
評価委員会
による評価

次 年 度 に
向けた改善の
方 向 性


